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研究成果の概要（和文）： 大阪府子どもの貧困調査の結果から子どもの貧困指標を開発した。この指標を反映
したスクリーニングシステムYOSS（Yamano Osaka Screening Sheet）の自治体への導入を進め、これらの自治体
のデータを用いて、子どもの貧困指標と関連する項目を抽出した。次に、スクリーニング項目の継時的な変化を
分析した結果、経済的に困難を抱えている世帯の子どもを支援するうえで、特に「服装・身だしなみ」や「学
力」「家庭の様子」をより注視しながら支援につなげていく必要があることを示唆しており、科学的根拠に基づ
く実践プログラムの一端を構築することができた。

研究成果の概要（英文）：  We developed a child’s poverty index by analyzing the questionnaire 
survey results of the child poverty in Osaka. Then, we proceeded with introduction of a screening 
system “YOSS” (Yamano Osaka Screening sheet) for the children in need of social support into local
 government. Yoss included the index. As a result of analyzing the screening data, items for the 
screening associated with the index were picked up. Then, we analyzed the screening data along the 
time axis. As the result, we found that disadvantaged children have to be supported following states
 of appearance, academic ability and home environment. According to the above results, we were able 
to develop a part of Evidence-Based Practices (EBP) program for child poverty.

研究分野：子ども家庭福祉

キーワード： 子どもの貧困　指標開発　はく奪指標　貧困指標と政策の結合

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　子どもが貧困に陥る社会的構造を明らかにすることで、貧困状態にある子どもを正確に捉える指標を開発す
る。学校現場において、課題があり支援を必要としている子どもを捉えるためのスクリーニングツールにこの指
標を応用することで、取りこぼすことなく貧困状態にある子どもを拾い上げることが可能となる。
　また、スクリーニングデータを多角的に分析することで、子どもの状態に応じて注視すべき点を明らかにする
ことができ、これまでと比較してより適切な支援法を提示することができるようになる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 子どもの貧困対策を総合的に推進するために講ずべき施策の基本となる事項その他事項を定
めた「子どもの貧困対策の推進に関する法律」が 2014年 1月に施行された。これを受けて、政
府が定めるべき大綱について、子どもの貧困対策に関する検討会が立ち上がり、2014年 8月「子
供の貧困対策に関する大綱」が出された。「貧困の世代間連鎖の解消と積極的な人材育成、子供
に視点を置いた切れ目のない施策の実施、子供の貧困の実態を踏まえた対策の推進、子供の貧困
に関する指標を設定しその改善に向けて取り組む」などの 4 点を中心に方針が明記され、教育
の支援、生活の支援、保護者の就労支援、経済的支援が打ち出された。学校を中心にした施策と
して、学校プラットフォームという言葉も打ち出されると同時に、世間の認知度も向上し、子ど
もの貧困が社会問題化され始めていた中、子どもの貧困を早期に捉えるための指標の必要性や 
有用性の高い支援の方策づくりが求められていた。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、子どもの貧困指標と政策の結合を目指し、以下の 2点を研究の目的とした。まず
1 点目として、2016 年度に受託実施した「大阪府子どもの生活実態調査」を基に子どもの貧困
の構造を分析し、子どもの貧困指標の開発を行う。学校でのスクリーニングに反映させることで
ある。 
 2点目として、開発した子どもの貧困指標を学校でのスクリーニングに反映し、プログラム評
価の理論を援用して、貧困対策における有効性が実証された科学的根拠に基づく実践
（Evidence-Based Practices: EBP）プログラムの効果モデルの構築を行う。具体的には、開発
した貧困指標を活用して、重点的にどこにどのような施策を展開すると効果的であるか、スクリ
ーニングデータを多角的に分析することで支援プログラムを作成する。 
 
 
３．研究の方法 
 
 受託実施した「大阪府子どもの生活実態調査」のデータ（約 10 万件）を用いて貧困の構造を
分析し、日本の実態にあった日本版子どもの貧困指標を開発した。これについては、経済的資本
だけではなく、健康や教育などの人的資本（human capital）、つながりやネットワークなどの社
会関係資本（social capital）の 3つの資本の欠如の実態を多面的に分析し、新たな貧困の基盤
概念を検討した。その後、開発した子どもの貧困指標を活用してはく奪指標が年齢や居住地域に
関わらず使えるものであるかどうかの試行調査を行った。 
 次に、子どもの貧困指標が実践的に使用できるか、その妥当性を検証するために、学校現場に
おける児童の課題の認識・支援につながるスクリーニングシート（YOSS: Yamano Osaka 
Screening Sheet）を開発し、これに貧困指標を反映させるとともに、このスクリーニングシー
トの普及拡大を進めた。また、このスクリーニング法の利便性向上のため、蓄積したスクリーニ
ングデータを基に支援の方向性を自動的に判定する AI 判定システムを組み込むことで、子ども
の貧困の特定・支援における有用性の向上を企図したシステムの開発を進めた。 
 次に、これまでに実施されたスクリーニングのデータを用いて、学校内のチーム会議で議論さ
れる子どもや潜在的に貧困リスクの高い子どもに対する有効な支援策及び貧困構造の分析を行
った。そして、得られた結果を基に、支援プログラムの効果的なモデルを作成した。 
 
 
４．研究成果 
 
 貧困の構造を分析した結果、子どもの貧困指標（はく奪指標）を開発した。これが実際に使え
るものかを試行・分析した結果、他年齢および他地域でも耐えうるものであることを実証した。
ここまでの成果として、内閣府が示す「子どもの貧困指標」の一部に本研究により開発された指
標が一部採択された。また、文部科学省より「スクリーニングによる児童虐待、いじめ、経済的
問題の早期発見」のためのスクリーニング活用ガイド作成の依頼を受けた。さらに、書籍として
研究成果をまとめた。 
 次に、開発した子どもの貧困指標（はく奪指標）を YOSS スクリーニングシートに反映させて、
大阪府と沖縄県で指標の妥当性を検証した結果、潜在的な貧困などといった課題を抱える子ど
ものスクリーニングに有効であることが明らかとなった。一方で、利便性の問題が生じたことや、
支援の方向性を決める際に有用性が高いツールとなることを目指して、これまでのスクリーニ
ングデータを学習させた AI を組み込んだウェブベースのスクリーニングシステムを開発した。 



 最後に、経済的に困難を抱えている家庭の子ども（スクリーニング項目の内「諸費滞納」にチ
ェックが付いている）について、スクリーニング項目の継時的な変化を分析した。その結果、経
済的に困難を抱える世帯の子どもにおいて、現時点では多くの問題が見受けられなかったとし
ても、「服装・身だしなみ」や「学力」において気になる点がある子どもは、そうでない子ども
と比べて、翌年度に問題が増える（改善しにくい）可能性があることを明らかにした。一方、現
時点ですでに多くの問題を抱えている子どもにおいては、「学力」や「家庭の様子」に気になる
点があると、そうではない子どもと比べて、翌年度さらに問題が悪化する（改善しにくい）可能
性があることを明らかにした。これはすなわち、経済的に困難を抱えている家庭の子どもを支援
するうえで、特に「服装・身だしなみ」や「学力」「家庭の様子」をより注視しながら支援につ
なげていく必要があることを示唆しており、EBP プログラムの一端を構築することができた。 
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